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トピックス 4　大気中の主要温室効果ガス濃度が過去最高値を更新
　2008 年 11 月 25 日、世界気象機関による温室効果ガス年報第 4 号が発表された。これによると、
2007 年は、代表的な温室効果ガスである CO2、メタン、N2O の世界平均濃度が過去最高となった。
中でもメタン濃度は、最近の10 年はほぼ横這いで推移していたが、2007 年は再び高い増加量を示し、
過去最高だった 2003 年を大きく上回った。一方、CO2、N2O 濃度は単調増加傾向が変わらず、過去
最高値となった。この年報は、世界気象機関全球大気監視のネットワークにより世界各地で観測され
る大気中濃度を毎年取り纏めて発表されるもので、第 4 号は気候変動枠組み条約第14 回締約国会議、
京都議定書第 4 回締約国会合で配布される予定である。
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図表1　温室効果ガス世界監視ネットワーク観測地点
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　2008 年 11 月 25 日、 世 界 気 象 機 関（World 
Meteorological Organization：WMO）による温室効
果ガス年報第 4 号が発表された。WMO は、地球温
暖化、オゾン層破壊、酸性雨などの地球環境問題に
対応するため、1989 年に全球大気監視計画を開始し、
大気の化学組成や物理的特性に関する観測データなど
の科学的情報を提供している。
　この年報は、WMO 全球大気監視の温室効果ガス
世界監視ネットワークによる観測データ（観測地点は
図表 1参照）を収集・解析した結果に基づき作成され、
2005 年から毎年発表されている。第 4 号は、気候変
動枠組み条約第 14 回締約国会議、京都議定書第 4 回
締約国会合で配布される予定である。
　第 4 号の概要は、以下のとおりである。
　①二酸化炭素（CO2、温暖化係数1）
　CO２の2007年の世界平均濃度は383.1ppmであ
り、過去最高値となった（図表2）。前年からの増加量
は1.9ppmで、最近10年間の平均増加量（2ppm）と変
わらず、単調に増加している。これは、主に化石燃料の
燃焼による放出量の増加に起因している。
　②メタン（CH4、温暖化係数21）
　メタンの2007年の世界平均濃度は1,789ppbであ
り、2003年の過去最高値を大きく上回った（図表3）。
最近10年間は緩やかな増加（平均増加量2.7ppb）で
あったが、2006年からの増加量は6ppbと1998年以
来最大となった。メタンは、自然（湿地、シロアリなど）
から約40％、人間活動（化石燃料採掘、稲作、反芻動
物など）から約60％が放出されている。
　③一酸化二窒素（N2O、温暖化係数310）
　N2Oの2007年の世界平均濃度は320.9ppbであ
り、過去最高値となった。前年からの増加量は0.8ppb
で、最近10年の平均増加量（0.77ppb）とほぼ同等で
あり、CO2と同様に単調に増加している。N2Oは、
土壌、燃焼、施肥、工業過程などから放出される。
図表2　二酸化炭素世界平均濃度の経時変化
図表3　メタン世界平均濃度の経時変化
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